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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 23 年７月 15 日に公表しました業績予想を、下記のとおり修正いたしま

すのでお知らせいたします。 

記 

１． 平成 24 年５月期通期の業績予想数値の修正 

(1) 連結業績予想数値の修正（平成 23 年６月１日～平成 24 年５月 31 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

 

43,671 3,724 3,769

 

1,945 

円  銭

25,289.97

今回修正予想（Ｂ） 42,942 3,402 3,514 1,553 20,187.77

増減額（Ｂ－Ａ） △728 △322 △254 △392 － 

増 減 率 △1.7％ △8.6％ △6.8％ △20.2％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年５月期） 
39,807 3,494 3,570 1,679 21,835.78

   (注)当社は平成 23 年 10 月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いましたが、当 

   連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しており 

   ます。 

 

（2）個別業績予想数値の修正（平成 23 年６月１日～平成 24 年５月 31 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

 

39,714 3,468 3,557

 

1,855 

円  銭

24,113.95

今回修正予想（Ｂ） 38,932 2,883 3,037 1,237 16,080.42

増減額（Ｂ－Ａ） △782 △585 △520 △618 － 

増 減 率 △2.0％ △16.9％ △14.6％ △33.3％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年５月期） 
37,276 3,351 3,462 1,701 22,019.29

   (注)当社は平成 23 年 10 月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いましたが、当 

   事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 



２．修正の理由 

（1）通期の連結業績予想数値の修正について 

当社グループは、お客様に、いままで世の中になかった独創的なワン・アンド・オンリーの空間を提供

し、「モノを買うという行為そのものの楽しさ」を提供すべく、全社一丸となって邁進いたしました。 

しかしながら、お客様にその空間と楽しさを十分に提供することができなかった結果、当社単体の既存

店売上高前年比が、96.3％と前年を下回ったことから、前回予想から728百万円減少し、42,942百万円とな

る見込みです。 

一方、利益面につきましては、売上総利益率が前回予想より0.2％向上したものの、販売費および一般管

理費が前回予想より95百万円増加したことに伴い、営業利益3,402百万円（計画比91.4％）、経常利益3,514

百万円（計画比93.2％）に修正いたします。 

なお、当期純利益は、税率変更のほか、当社単体の繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、

監査委員会報告第66号『繰延税金資産の回収可能性の判断に関する監査上の取扱い』の会社区分が変更と

なったことにより、繰延税金資産を一部取崩したため法人税等調整額が143百万円増加し、1,553百万円（計

画比79.8％）に修正いたします。 

 

（2）通期の個別業績予想数値の修正について 

上記連結業績予想数値の修正と同様の内容により、売上高 38,932 百万円（計画比 98.0％）、営業利益

2,883 百万円（計画比 83.1％）、経常利益 3,037 百万円（計画比 85.4％）、当期純利益 1,237 百万円（計

画比 66.7％）に修正いたします。 

 

  

 （注）本資料に記載しております業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以   上 


